
学校・保護者・地域をつなぐ 令和３年８月２７日 №４２０

稚内市立増幌小中学校 学校だより 責任者：校長 山本以久子

「東京２０２０オリンピック」をＴＶ観戦して

校長 山本 以久子

２６日間の夏休みが終了し、学校に子ども達の声が響いています。毎年のことですが、

学校に子ども達の声が聞こえるとうれしくなり、また頑張ろうという気持ちになります。

１学期終業式の朝に、警察から「恵北での熊出没」の連絡が入り、夏休み中の事故を心

配しました。休み中、特に大きな事故等の連絡もなく、無事に夏休みを終了することが

でき２学期が始まりました。

夏休み中の大きなニュースといえば、やはり「東京２０２０オリンピック」ではない

でしょうか。オリンピックが始まる前は、コロナ禍での開催を疑問視する意見もありま

したし、自分も「開催して大丈夫か？」と心配をしました。それでも、始まってみると

毎日テレビの前で応援している自分がいました。柔道やレスリングなどの格闘技を観る

と、いつの間にか一緒に力を入れながら観ていました。バスケや卓球などの球技を観る

と、点数が入るごとに「よし！」と声が出ていましたし、負けた時も「あー！」と自然

に声が出るものでした。今回のオリンピックは、新種目で１０代の若いメダリストの誕

生が目立ちました。そして、その大半の人が幼少期から競技を始め、小学校の卒業文集

の中に「オリンピックに出場する！！」と書いていることに驚かされました。また、金

メダルを獲得する選手は、「金メダルをとる」と明言してい

る選手が多いことにも驚かされます。

自分の進路を考える時、「長い人生、これからの経験で進

路希望が変わるかも」と結論を先延ばしにしてしまう時もあ

りますが、オリンピックを見ているとそれではダメなのかも

しれないと考えさせられました。今現在「自分は一番何をし

たいのか」を考え、そして「夢」や「目標」を掲げ、苦しく

ても辛くても、「夢」に向けて「今、努力すること」が、一

番大事なことだと思います。その努力し続けたという経験

が、その後のどんな道へ進んでも「やりぬくことができる力」

になるのだと。

子どもたちには、「夢」を大きく持ち、努力を続けること

を伝えたいと思わされた「東京２０２０オリンピック」でし

た。



７月に、児童生徒・保護者・地域・教職員を対象

に学校評価アンケートを行いました。お忙しい中、

アンケートにご協力いただきまして誠にありがとう

ございました。どの項目も、学校が目標としております「３．０」を超える結果となりました。

■子ども達・保護者・教職員 のいずれも評価が高かった項目は、

〇先生方は子ども達が頑張ったことやよくできたことを適切に評価している。

〇先生方は悪いことや間違ったことをきちんと指導している。

〇部活動は子どもの心身の成長に効果的である。 などでした。

これからも、小規模校のよさを最大限に活用し、一人一人の気持ちに寄り添ったきめ細かな

指導を心がけていきます。

＜保護者からお寄せいただいたご意見＞

①１学期に行われた参観日・学級懇談の順番を、公平になるようにしてほしいです。

（２回続けて、後半になりました）

＜学校からの回答＞

①ご指摘ありがとうございます。２学期の参観日懇談会からは交互になるように配慮いたしま

す。お時間をとらせてしまい申し訳ありませんでした。

＜保護者の感想＞

■２年連続で行事がちゃんとできない中、先生方や子ども達が工夫してできる事を楽しんでい

るのが良かったと思いました。

＜学校からの回答＞

■コロナ禍という大変な状況の中ですが、皆様のご理解、ご協力により子ども達が楽しみなが

ら学校生活を送れているものである、と感謝しています。

今回の結果を励みに、９人の子ども達を更に伸ばしていけるように引き続き努力していきま

す。２学期では、「ICT（タブレット端末）」を更に活用しながら、子ども達の資質・能力を伸

ばしていく教育活動に力を入れていきます。ご支援、ご協力をよろしくお願いします。

日 曜日 学 校 行 事 等

１ 水 平和の日記念式典 生徒会長出席

２ 木 縦清掃

３ 金 ALT

９ 木 稚内養護学校との交流（縦清掃）

10 金 PTA３役会

14 火 中３学習会

15 水 中３文協（総合A）PTA役員会 中２職場体験

16 木 全校朝会

21 火 短縮５ｈ 職員会議

22 水 委員会活動 縦清掃

23 木 ヨネックス杯（部活）

28 火 中：学習会（～29日）

30 木 小：宿泊学習（10/1） 中：学習会

< 昆 虫 図 鑑 > < まんげきょうカメラ >

＜ピカチュウ＞ ＜目なしカエルの音なりわっか＞


